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事業報告書の発行にあたって 

 

希望創発センター 

センター長 池田啓実 

（ ）年度は、模索の１年でした。厳しさを増すコロナ禍に対応するため、希望創発

研究会の対面での実施を模索しつつも、関係教員の皆さんの協力の下、オンライン版プログ

ラムの開発を進めたことで、４カ月遅れにはなりましたが、８月にオンラインによる研究会

の開催に無事こぎ着けることができました。

オンライン版研究会は、翌年３月までに９回開催（ 月のみ２回開催）いたしました。

例年は、複数のテーマに分かれ研究会活動を行っておりましたが、 （ ）年度は、「高

知を通して明日の希望のカタチをつくる－コロナから考える 年後のニューノーマル」を

統一テーマに変更しての実践と致しました。むろん、希望創発に必要な「当たり前を疑う」

「感性を磨く」や「創発する関係性の醸成」の実現を目指したことは言うまでもありません。

この点については、リフレクションデータを拝見する限り、参画者の皆さんに実感いただけ

たと感じています。

他方で、コロナ禍は、希望創発研究会を開催する価値はどこにあるのか、研究会の基本ス

キームの本質的価値は何かを突き詰める機会にもなりました。そこで、本報告書では、第Ⅰ

部で希望創発研究会の本質的価値である基本スキームの概要とその他の事業の概要を説明

し、第Ⅱ部において各事業の 年度の実績（ ）を概観する構成と致しました。

（ ）年度の研究会は、オンライン実施に変更したにも関わらず、参加を予定いただ

いていたほぼすべての企業（県内外企業 社・ 名）の参加と、参加希望の学部生・院生

名の学生の皆さんにも予定通り参加を得てスタートさせることができました。こうした

研究会に対する期待に応えていくためにも、希望創発研究会をはじめセンター事業のさら

なるバージョンアップを図ってまいりたいと考えています。関係する皆様には、今後ともご

理解とご協力の程、よろしくお願い致します。
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